
株式会社佐藤電機

佐
さ

藤
と う

伸
し ん

也
や

さん（右）
遠田商工会 経営支援課長

児
こ

玉
だ ま

徹
とおる

さん（左）

安
住
商
店
の
安あ

住ず
み

功こ
う

二じ

さ
ん

が
登
壇
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体

験
談
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

安
住
さ
ん
か
ら
は
、「
灯

油
の
定
期
宅
配
は
、
見
守
り

の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

灯
油
が
な
く
な
る
前
に
宅
配

す
る
こ
と
か
ら
、
い
つ
も
は

点
い
て
い
る
電
灯
が
消
え
て

い
る
こ
と
や
手
つ
か
ず
の
灯

油
・
ガ
ス
な
ど
の
異
変
に
気

付
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、『
お
ふ
く
ろ
・
お
や

じ
に
何
か
あ
っ
た
ら
連
絡
し

て
ほ
し
い
』
と
遠
方
に
す
む

家
族
か
ら
涌
谷
町
で
暮
ら
す

高
齢
の
両
親
の
安
否
確
認
も

依
頼
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
日

常
の
業
務
を
通
し
た
見
守
り

の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

せ
る
役
割
を
担
う
と
い
う
関

係
性
づ
く
り
を
し
て
い
き
た

い
。
そ
の
関
係
が
築
け
れ
ば
、

営
業
は
自
然
と
つ
い
て
く
る

は
ず
」
と
話
し
ま
す
。

　
遠
田
商
工
会
で
は
、
引
き

続
き
通
常
の
営
業
を
し
な
が

ら
、
無
理
を
し
な
い
緩
や
か

な
地
域
の
見
守
り
に
参
画
す

る
事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
行
政
や
社
会
福

祉
協
議
会
と
連
携
し
、
見
守

り
事
業
者
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
す
る
た
め
に
必
要
な
研
修

会
や
講
習
会
を
企
画
・
実
施

し
て
い
く
予
定
で
す
。

商
福
連
携
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
の
大
切
さ

　
点
で
取
り
組
む
だ
け
で
は

な
く
、
点
と
点
を
結
ん
で
い

き
、
そ
の
成
果
を
大
き
く
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

２
月
25
日（
金
）に
、
涌
谷

公
民
館
で
開
か
れ
た
「
わ
く

や
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

に
、
商
業
部
会
長
の
佐
藤
さ

ん
と
副
部
会
長
の
有
限
会
社

《写真解説》
①福祉の専門家講師を招いて行政と社会福祉協議会の
職員を交えて、涌谷地区経営講習会内で実施された認
知症サポーター養成講座②事業者として対応できる商
福連携について活発な意見交換が行われました③講座
では、参加者全員に認知症サポーター証が贈呈されま
した④わくや地域福祉フォーラムで地域のキーマンの
皆さんに向け、佐藤伸也さんと安住功二さんが実体験
に基づく取り組みを紹介しました

②

③

④
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アルプス寿会涌谷支部

清
し

水
み ず

保
たもつ

 さん（中）

笠
か さ

嶋
し ま

正
ま さ

男
お

 さん（右）

田
た

邊
な べ

治
おさむ

 さん（左）

《写真解説》
①町内を走る町民バス。
国保病院利用者や買い物
客の重要な交通手段②
「マイ時刻表」はパソコ
ンのエクセルで簡単に作
れますが、常によりよい
あり方を試行錯誤してい
ます

　移動困難者のための町民バスを少しでも利用しやすくラ

イフスタイルに寄り添った時刻表を作るボランティア活動

を知っていますか？

動
車
運
転
が
不
安
に
な
っ
て

き
た
皆
さ
ん
の
免
許
証
返
納

を
促
し
て
い
き
た
い
。
そ
の

た
め
に
も
、
指
定
さ
れ
た
時

間
帯
の
前
後
も
一
緒
に
時
刻

表
化
で
き
る
よ
う
に
す
る
な

ど
利
便
性
を
高
め
て
い
き
た

い
」
と
意
欲
を
見
せ
ま
す
。

マ
イ
時
刻
表
を
作
る
に
は

　

マ
イ
時
刻
表
の
作
成
は
、

ま
ず
は
涌
谷
町
社
会
福
祉

協
議
会
の
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
☎
43
ー

6
6
6
1
）に
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
笠
嶋
さ

ん
と
田
邊
さ
ん
に
、「
マ
イ

時
刻
表
」
の
作
成
を
依
頼
し
、

完
成
し
た
ら
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
依
頼
者

に
納
品
し
ま
す
。

議
の
構
成
員
で
も
あ
る
清
水

保
さ
ん
と
、
ア
ル
プ
ス
寿
会

会
員
の
笠
嶋
正
男
さ
ん
と
田

邊
治
さ
ん
の
３
人
で
す
。

　
分
か
り
に
く
い
時
刻
表
や

路
線
図
を
解
消
す
る
た
め
モ

デ
ル
に
し
た
の
が
、
福
井
県

永
平
寺
町
の「
マ
イ
時
刻
表
」

で
、
バ
ス
利
用
者
が
利
用
し

た
い
時
間
帯
と
目
的
地
を
示

す
だ
け
で
、
そ
の
利
用
者
に

合
っ
た
時
刻
表
が
作
成
さ
れ

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
涌
谷
町
版
で
は
、
パ
ソ
コ

ン
操
作
が
得
意
な
笠
嶋
さ
ん

と
田
邊
さ
ん
が
時
刻
表
と
路

線
図
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、

簡
単
に
時
刻
表
が
作
成
で
き

る
仕
組
み
を
作
り
ま
し
た
。

「
マ
イ
時
刻
表
」
の
作
成
は

無
料
で
、
令
和
２
年
12
月
か

ら
運
用
を
開
始
し
、
こ
れ
ま

で
23
件
の
要
望
に
応
え
て
作

成
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
に
向
け
て
、
清
水
さ

ん
は
「
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん

に
『
マ
イ
時
刻
表
』
を
利
用

し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
自

身
体
機
能
や
判
断
力
が

低
下
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
安
全
な
運
転
に
支
障

が
出
て
き
た
高
齢
者
や
障
害

を
抱
え
る
移
動
困
難
者
の
移

動
手
段
と
し
て
、
町
民
バ
ス

が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
現
行
の
町
民
バ

ス
に
対
し
て
は
、「
時
刻
表

が
見
に
く
い
」
や
「
行
き
た

い
場
所
の
最
寄
り
の
バ
ス
停

が
分
か
ら
な
い
」
な
ど
の
声

も
多
く
聞
か
れ
ま
す
。

　
わ
く
や
地
域
ま
る
ご
と
会

議
の
場
で
、
移
動
困
難
者
か

ら
の
声
を
受
け
、
バ
ス
利
用

者
の
移
動
支
援
と
な
る
時
刻

表
「
マ
イ
時
刻
表
」
の
作
成

が
発
案
さ
れ
ま
し
た
。

利
用
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
沿
っ
た
時
刻
表

　
「
マ
イ
時
刻
表
」
を
手
掛

け
る
の
は
、
ア
ル
プ
ス
ア
ル

パ
イ
ン
株
式
会
社
涌
谷
工
場

の
退
職
者
の
集
ま
り
ア
ル
プ

ス
寿
会
涌
谷
支
部
の
支
部
長

で
わ
く
や
地
域
ま
る
ご
と
会

②

①
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《写真解説》
④生活支援コーディネーターと
構成員が支えあいについて話し
合う⑤話し合いで出た支えあい
のあり方を発表⑥支えあいのア
イデアの結晶

れ
て
い
き
ま
す
。

　
１
０
０
人
の
人
が
い
れ
ば
、

１
０
０
通
り
の「
支
え
あ
い
」

の
形
が
あ
り
ま
す
。

　
自
ら
が
支
え
ら
れ
る
立
場

に
な
っ
た
と
き
の
こ
と
を
想

像
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

自
分
が
で
き
る「
支
え
あ
い
」

が
何
か
を
考
え
て
み
て
く
だ

さ
い
。
す
べ
て
を
網
羅
し
た

「
支
え
あ
い
」
の
地
域
社
会

を
形
成
す
る
の
は
容
易
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
無
理
な
く
で

き
る
小
さ
な
人
助
け
を
実
践

し
て
い
く
こ
と
が
、
持
続
可

能
な
「
支
え
あ
い
」
の
地
域

社
会
に
向
け
た
は
じ
め
の
一

歩
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
紹
介
し
た

皆
さ
ん
の
よ
う
な「
支
え
愛
」

の
気
持
ち
を
胸
に
、
で
き
る

範
囲
の
「
支
え
あ
い
」
を
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
遠
田
商
工
会
と

の
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を

実
現
す
る
た
め
の
「
商
福
連

携
」
や
「
わ
く
や
地
域
ま
る

ご
と
会
議
」
発
の
ア
イ
デ
ア

「
お
ら
ほ
の
支
え
あ
い
企
業
」

「
マ
イ
時
刻
表
」
な
ど
が
動

き
出
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
令
和
３
年
度
に

は
、
地
域
社
会
に
集
い
の
場

を
作
る
た
め
の
「
お
ら
ほ
の

ベ
ン
チ
作
成
」
や
独
居
の
高

齢
者
が
抱
え
る
日
常
生
活
の

困
り
ご
と
を
解
消
す
る
た
め

の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
お

た
す
け
隊
」
の
実
証
な
ど
が

展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
、
ま
す
ま
す
担
い
手

が
不
足
し
て
い
く
地
域
社
会

に
お
い
て
、
新
し
い
何
か
を

作
る
前
に
、
今
あ
る
人
や
人

が
持
つ
技
術
や
知
識
な
ど
の

資
源
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

多
様
な
資
源
が
つ
な
が
り
、

苦
手
な
分
野
を
得
意
な
人
が

補
っ
て
い
く
こ
と
で
、「
支

え
あ
い
」
の
仕
組
み
は
築
か

涌
谷
町
で
生
活
支
援
体

制
整
備
事
業
が
始

ま
っ
て
令
和
３
年
度
で
５
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、

涌
谷
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」
を
育
成
し
、
地

域
を
よ
り
よ
く
し
て
い
く
た

め
に
ど
う
す
べ
き
か
を
話
し

合
う
場
と
な
っ
て
い
る
「
協

議
体
・
わ
く
や
地
域
ま
る
ご

と
会
議
」
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
立
場
の
皆
さ
ん
が
参
画
し
、

涌
谷
町
な
ら
で
は
の
「
支
え

あ
い
」
の
形
が
話
し
合
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
人
口
減
少
と
高
齢
化

に
よ
っ
て
、「
支
え
あ
い
」

の
明
確
な
答
え
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　
３
月
９
日（
水
）に
、
令
和

３
年
度
の
ま
と
め
と
な
る

「
わ
く
や
地
域
ま
る
ご
と
会

議
全
体
会
」
が
開
か
れ
、
今

後
に
向
け
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
改

め
て
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
浮

　地域社会はさまざまな課題を抱えるため、「支えあい」

に決まった形はありません。そのため、一人一人が持

つ知識や技術で互いに補い合う100通りの「支えあい」

があっていいはずです。

④

⑤

   ⑥
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自主財源
1,853,344
28％

町税
1,463,030
22％

その他
390,314
6％

地方譲与税
・交付金
479,838
7％

地方交付税
2,786,152
42％

依存財源
4,753,981
72％

国・県支出金
1,271,591
19％

地方債
216,400
4％

その他の経費
755,472
12％

経常的経費
5,573,472
84％

投資的経費
278,381
4％

人件費
1,415,536
21％

公債費
562,308
9％

扶助費
907,739
14％

物件費
1,097,742
17％

補助費
1,535,401
23％

維持補修費
54,746
1％

普通建設事業費
278,381
4％

繰出金
474,809
7％

その他
280,663
4％

　令和４年度予算は、新型コロナウイルスへの対応を最優先に進めていくことはもちろんですが、限
られた財源の中で着実に財政再建を推進するため、経費の縮減や税収入などの自主財源の確保に重点
を置き編成しました。
　併せて、将来にわたって継続可能な町政運営を確立していくとともに、福祉の充実と地域の活性化
により、町民の皆さんが安心して暮らせるまちづくりを目指します。
【予算概要】
　歳入では、自主財源の柱である町税で7.7％の増収を見込み、依存財源である国庫支出金では新型コ
ロナウイルス対策などで17.3％の増収を見込んでいますが、地方交付税は震災特別交付税の減額によ
り4.2％の減収を見込み、町債では借入金額の縮減により34.6％の減収を見込んでいます。
　歳出では、経常経費の物件費で業務委託の増加などにより11.7％の増加を見込み、補助費などでは
大崎地域広域行政組合負担金などの減額で13.8％の減少を見込んでいます。
　一方で、投資的経費では、教育施設の設備改修や町道の整備など、普通建設費で9.9％の増加を見込
んでいますが、予算総額としては、前年比で2,358万3千円（0.4％）の減少となりました。

会計名 金額 会計名 金額 会計名 金額

国民健康保険
特別会計

18億9,614万5千円
後期高齢者医療 
保険特別会計

1億8,095万2千円
介護保険
特別会計

18億7,863万9千円

特別会計

企業会計

会計名・区分
金額

会計名・区分
金額

収入 支出 収入 支出
国保病院事業

会計
収益的 20億2,144万4千円 20億2,135万6千円

水道事業会計
収益的 4億2,306万8千円 4億   133万9千円

資本的 1億4,800万6千円 2億3,127万6千円 資本的 4,573万5千円 1億3,180万6千円
老人保健施設

事業会計
収益的 5億2,583万4千円 5億3,820万9千円 下水道事業

会計
収益的 4億6,987万2千円 4億6,987万2千円

資本的 3,246万5千円 3,296万5千円 資本的 2億8,948万6千円 4億      3,860万円
訪問看護ステー 
ション事業会計

収益的 6,596万6千円 5,890万8千円
資本的 — 1,170万2千円

(単位：千円)
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（一般会計）

これまでの事業を見直し、町民生活への影響を最小限に抑えつつ、
財政の健全化を推進。：行財政改革

新規事業 拡充事業 継続事業継続 

総務課
　　ふるさと納税事業 � 1,000万円

寄付者への特産品送付のほか、ＰＲ効果による地域活性化を
図り、財源の確保に努める。

　　交通安全対策事業� 1,087万円
交通安全指導隊や関係機関と連携し、交通事故抑止を図り、
安全安心なまちづくりを目指す。

　　消防・防災事業� 4,478万円
関係機関との連携を強化し、頻発・激甚化する自然災害に備
えるとともに、深刻な被害が生じないまちを目指す。

継続 

継続 

企画財政課
　　情報発信事業� 390万円

ホームページや広報などによる情報発信。
　　地域おこし協力隊事業� 2,207万円

都市住民を協力隊に委嘱し、柔軟な発想による地域おこしを
推進。

継続 

継続 

まちづくり推進課
　　わくや新生活応援事業� 360万円

住宅を取得した移住世帯に対し支援を行い、移住・定住 を促
進し、人口減少の抑制を図る。

　　企業誘致事業 � 521万円
町内企業への奨励金交付のほか、積極的な企業誘致を行い雇
用の創出、地域経済の活性化を目指す。

継続 

健康課
　　地域医療対策事業 � 3,314万円

関係団体と連携し地域医療を確保します。大崎・石巻両圏域
での救急体制の充実を図る。

　　感染症対策事業 � 9,894万円
新型コロナウイルスワクチン接種で、感染拡大を防止。

　　予防接種事業�  3,785万円
風しんなど各種ワクチンで予防できる感染症の発症や重症化
の予防を目指す。

　　疾病予防対策事業 � 2,960万円
各種検診や節目人間ドックを実施し、町民の健康保持、疾病
予防に努めるとともに、疾病の早期発見、早期治療につなげる。

継続 

継続 

継続 

建設課
　　木造住宅耐震改修等助成事業 � 204万円

木造住宅の耐震改修や倒壊の危険性が高いブロック塀の除却
などの費用を助成。

　　道路維持補修事業 � 4,937万円
計画的に町道の維持補修や河川の浚渫を実施。

　　道路新設改良事業� 1億7,805万円
計画的に町道の改良などを行います。大谷地線、尾切線など
道路工事を実施。

継続 

継続 

総務管理課
　　老人保健施設対策 � 3,306万円

介護サービスを提供する町立老人保健施設に対し負担金を支
出し、安定した介護サービスを提供する。

　　病院対策�  2億980万円
町立病院運営に対して負担し、住民一人ひとりが、かけがえ
のない人生を送れることを目指す。

継続 

継続 

各事業費については万円未満を切り捨てて掲載しています。

全課
共通事業

福祉課
　　生活困窮者等相談支援事業�  430万円

生活困窮者等からの相談に応じ、自立相談支援事業などの利
用勧奨や必要な援助を行う。

　　重層的支援体制移行準備事業 � 1,120万円
介護や子ども子育て、生活困窮分野など行政機関と民間団体
の連携体制の構築など、各種支援の本格実施に向けた準備、
試行的な取り組みを実施。

　　放課後児童健全育成事業　� 4,576万円
留守家庭児童の生活と遊びの場を確保し、子どもの健全育成
を推進。

農林振興課
　　放射能汚染廃棄物処理事業�  6,310万円

福島原発事故により発生した汚染稲わらなどの処分を実施。
　　地域ブランド米創出事業�  500万円

銘柄米「金のいぶき」に対し、涌谷ブランド化を図り、高付加
価値米を創出する取り組みを推進。

　　営農継続支援事業�  2,280万円
園芸作物・飼料作物など転換作物に補助を行い、農業の事業
継続を支援。

　　県営ほ場整備関連事業�  6,137万円
生産基盤のほ場を整備し、農業経営の効率化等を図り、 所得
向上を目指す。

継続 

継続 

教育総務課
　　ＧＩＧＡスクール事業 � 786万円

児童生徒１人１台端末と高速通信ネットワークを活用した教
育の実施。

　　小学校照明器具省エネ改修事業�  385万円
校舎の照明器具をLED照明に改修することで、学校施設の省
エネ化を図る。

　　中学校体育館設備改修事業 � 360万円
体育館設備を改修することで、教育環境の整備と安全化を図る。

　　給食センター機械設備更新事業� 3,289万円
機械設備更新により、学校給食の安定化を図る。

継続 

継続 

生涯学習課
　　社会教育施設長寿命化計画策定事業� 550万円

計画により効率的・効果的な維持管理をすることで、コスト
の縮減と平準化を図る。

　　文化財保護・活用事業� 508万円
歴史遺産や文化財などの保護をはじめ、日本遺産を活用し、
国内外に金の歴史文化をPR。交流人口の創出や地域の活性化
を図る。

　　生涯スポーツ推進� 120万円
スポーツ振興事業を推進し、スポーツを通して健康増進など
明るく活力に富む地域づくりを目指す。

継続 

継続 

継続 
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防災教育と災害伝承の一助に
涌谷神社が「つなみのえほん」を寄贈
　東日本大震災から丸11年を迎えようとする3月8日

（火）に、涌谷神社から涌谷町教育委員会に、防災教育
と災害伝承の一助とするために「つなみのえほん ぼ
くのふるさと」20冊が寄贈されました。
　この「つなみのえほん」は、南三陸町にある上山八
幡宮禰

ね

宜
ぎ

の工藤真弓さんが、平成23年12月から津波
の体験を伝えるために作成した絵本です。寄贈された
絵本は、涌谷町内の幼稚園やこども園、図書室などに
配置します。

令和3年度国保インセンティブ事業
健（検）診を受けて商品券を当てよう！
　2月16日（水）に涌谷町町民医療福祉センターで、令
和3年度国保インセンティブ事業の抽選会が行われま
した。
　令和3年度末までに40歳から74歳までの涌谷町国
民健康保険の被保険者が対象で、特定健康診査の他、
がん検診を2種受診して、合計3つのスタンプを集めた
人が応募でき、抽選で商品券が当たる企画となってい
ました。
　新型コロナウイルスの影響により、健（検）診の受診
控えが深刻化しています。令和4年度は、受診しましょ
う。

これからもお元気で
満百歳おめでとうございます
　2月6日（日）に、9の2区の斎藤みよしさまが百歳の
誕生日を迎えられました。ゆうらいふで満百歳をお祝
いするとともに、町から敬老祝い金と賞状を、家族と
ゆうらいふから祝い花を贈呈しました。ゆうらいふで
百歳を迎えられたのは斎藤さんが初めてとのことです。
　好き嫌いがなく何でも食べる斎藤さん、中でもお肉
とお寿司が大好きとのことです。どうぞこれからもお
体に十分気をつけて、ますます長寿でありますようお
祈りしております。

震災翌日からの給水支援に感謝
最大震度6強の福島県沖地震が発生
　3月16日（水）深夜に、福島県沖を震源とする最大震
度6強の地震が発生しました。涌谷町内では大きな被
害はなかったものの、宮城県大崎広域水道の水道管が
破損し、翌17日（木）13時頃から全域で断水となりま
した。
　断水にあたり必要となった給水活動に対して、友好
交流協定を締結する山形県大石田町や日本水道協会か
らの支援として多くの自治体から飲料水の提供や給水
車と職員の派遣がありました。詳細は、次号の広報で
紹介します。
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金のいぶきくんがナビゲート
美味しい金のいぶき炊き方を公開
　3月11日（金）に、涌谷町のブランド米「金のいぶき」
のおいしい炊き方を伝える動画「美味しい金のいぶ
き炊き方講座」が、涌谷町公式YouTubeチャンネル
上で公開しました。動画は、「100％玄米バージョン」
と「白米と黄金比バージョン」の2種類あり、金のい
ぶきくんがナビゲートする構成となっています。今後、
金のいぶきの売り場の電子POPなどに使用される予定
です。なお、撮影編集は、涌谷町地域おこし協力隊の
亀山啓太さんが担当しました。

火の用心をドライバーに呼びかけ
令和4年春の火災予防運動を実施
　3月1日（火）から3月7日（月）までの期間、全国一斉
に行われた春の火災予防運動に合わせて、運動期間初
日の3月1日（火）に、遠田消防署をはじめ、涌谷町消防
団や涌谷町婦人防火交通安全クラブ連合会の皆さんと
ともに、涌谷町下道交差点にのぼりや横断幕を手に立
ち、ドライバーの皆さんに向けた防火啓発を実施しま
した。
　2月27日（日）には、涌谷町内で普通建物火災が発生
したこともあり、改めて火の用心を呼びかけました。

古民家でひなまつりイベント
おひなあそびが開催されました
　3月1日（火）から3月6日（日）までの期間、元涌谷町
地域おこし協力隊の丹治奈緒子さんが代表を務める一
般社団法人AuBlessが、涌谷町をはじめ近隣で活動す
るハンドメイド作家と企画し、今回で2回目を迎える
「おひなあそび」を開催しました。
　会場には、さまざまなひな飾りやつるしびなをはじ
め、さまざまなハンドメイド作品が並び、即売会も併
催され、一足早い春の到来を感じさせるイベントとな
りました。

遠藤釈雄町長コラム

二つの国の花
　戦争が起きた。テレビは途方に暮れるお年寄り、泣
き叫ぶ女性、怯える子どもの姿を映し出している。ロ
シアによる隣国ウクライナへの侵攻が始まったのであ
る。その様子は大人が子どもを虐めているようで許せ
ない。
　この二つの国は、国花を共に「ひまわり」とする親
せきの間柄ではないか。今すぐ止めてほしい。最前線
の兵士も互いに銃を向けることを嫌っている。「あな
たはすばらしい。あなたを幸せにします」がひまわり
の花言葉ではないか。

《遠藤釈雄町長の公務（2月16日～3月15日）》
●2月16日㈬	 国保インセンティブ事業抽選会
� （町民医療福祉センター）
●2月25日㈮	 宮城県国民健康保険診療施設協議会
	 総会 � （役場）
●2月28日㈪	 令和4年第1回大崎地域広域行政事務
	 組合組合会�  （大崎市）
●3月 1日㈫	 第74回涌谷高等学校卒業証書授与式
� （涌谷高等学校）
●3月 3日㈭～11日㈮  涌谷町議会定例会3月会議
� （役場）
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度
前
納
・
２
年
度
前
納
も
あ

り
ま
す
。
１
年
度
前
納
・
２
年
度

前
納
は
２
月
末
ま
で
の
申
し
出
が

必
要
で
す
。

　
口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
納

付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、

金
融
機
関
届
出
印
を
持
参
し
、
希

望
の
金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務
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コロナ対策お知らせ イベント相談 募集

▼
注
意
事
項　
工
事
着
手
後
の
申

請
は
、
補
助
対
象
外
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
課
下
水
道
班

☎
43
ー
２
１
３
１

固
定
資
産
税
に
か
か
わ
る

縦
覧
お
よ
び
閲
覧

　
令
和
４
年
度
の
固
定
資
産
税
に

か
か
わ
る
縦
覧
・
閲
覧
が
で
き
ま

す
。
い
ず
れ
も
平
日
８
時
30
分
か

ら
17
時
ま
で
に
、
税
務
課
税
務
班

で
縦
覧
・
閲
覧
で
き
ま
す
。

【
縦
覧
】
土
地
や
家
屋
を
所
有
す

る
納
税
者
は
、
所
有
資
産
と
他
の

土
地
や
家
屋
の
評
価
額
を
比
較
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
土
地
の
み
の

所
有
者
は
土
地
の
み
、
家
屋
の
み

の
所
有
者
は
家
屋
の
み
縦
覧
で
き

ま
す
。

▼
期
間　
４
月
１
日（
金
）

　
　
　
～
５
月
31
日（
火
）

▼
縦
覧
で
き
る
人

　
本
町
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者

（
納
税
者
と
同
一
世
帯
の
親
族
も

縦
覧
可
）、
納
税
者
の
委
任
を
受

け
た
人（
委
任
状
が
必
要
）、
納
税

管
理
人

▼
縦
覧
内
容

▽
土
地 

所
在
地
、
地
目
、
地
積
、

評
価
額

▽
家
屋 

所
在
地
、
種
類（
用
途
）、

構
造
、
床
面
積
、
建
築
年
、
評
価

額▼
手
数
料 

無
料

▼
持
参
物 

納
税
者
と
確
認
で
き

る
書
類（
運
転
免
許
証
や
納
税
通

知
書
な
ど
）

【
閲
覧
】
自
分
の
所
有
す
る
固
定

資
産
の
内
容
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

▼
期
間 

年
間
を
通
し
て
随
時

▼
場
所 

役
場
税
務
課
税
務
班

▼
閲
覧
で
き
る
人

本
町
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者

（
納
税
者
と
同
一
世
帯
の
親
族
も

閲
覧
可
）、
納
税
者
の
委
任
を
受

け
た
方（
委
任
状
が
必
要
）、借
地・

借
家
人

▼
閲
覧
内
容

▽
所
有
す
る
資
産
の
課
税
台
帳

（
借
地
、
借
家
人
は
賃
貸
借
契
約

な
ど
の
対
象
資
産
の
課
税
台
帳
）

▼
手
数
料 

１
件
３
０
０
円

　
た
だ
し
、
４
月
１
日（
金
）か
ら

５
月
31
日（
火
）ま
で
は
無
料

▼
持
参
物 

納
税
者
と
確
認
で
き

る
書
類（
運
転
免
許
証
や
納
税
通

知
書
な
ど
）。
借
地
・
借
家
人
は
、

賃
貸
借
契
約
書
な
ど
と
本
人
確
認

書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
☎
43
ー
２
１
１
４

下
水
道
・
農
集
排
お
よ

び
浄
化
槽
設
置
の
補
助

金
制
度

　
生
活
環
境
の
向
上
と
公
共
用
水

域
の
保
全
を
目
的
に
、
下
水
道
へ

の
接
続
、
浄
化
槽
設
置
の
推
進
の

た
め
、
工
事
へ
の
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
予
算
に

限
り
が
あ
り
ま
す
。
早
め
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
宅
内
排
水
設
備
設
置
工
事
費
補

助
金（
公
共
下
水
道
・
農
集
排
）】

▼
交
付
条
件　
①
下
水
道
処
理
区

域
内
に
あ
る
戸
建
住
宅（
持
ち
家
）

②
新
規
の
下
水
道
接
続
③
宅
地
内

に
設
置
す
る
排
水
設
備
で
、
最
上

流
マ
ス
か
ら
町
管
理
の
公
共
マ
ス

ま
で
の
全
区
間
で
、
20
ｍ
を
越
え

る
部
分
④
排
水
設
備
の
設
置
に
伴

い
既
設
の
単
独
処
理
浄
化
槽
を
撤

去
さ
れ
る
場
合
は
一
律
６
万
円
の

上
乗
せ

▼
交
付
額　
１
ｍ
あ
た
り
２
千
円

�

（
上
限
10
万
円
）

【
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事

業
補
助
金
】

▼
交
付
条
件　
①
下
水
道
処
理
区

域
外
に
あ
る
戸
建
住
宅（
持
ち
家
）

②
合
併
処
理
浄
化
槽
が
設
置
さ
れ

て
い
な
い
住
宅

▼
交
付
額

▽
５
人
槽　
33
万
２
千
円

▽
７
人
槽　
41
万
４
千
円

障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い
ず
れ

か
②
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証

（
写
し
で
も
可
）③
減
免
を
受
け
る

車
両
の
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

（
４
月
15
日
に
発
送
）

④
軽
自
動
車
税
減
免
申
請
書

　
④
の
申
請
書
は
昨
年
度
減
免
を

受
け
た
人
に
の
み
送
付
。
た
だ
し
、

減
免
対
象
の
軽
自
動
車
を
変
え
た

人
に
は
送
付
し
ま
せ
ん
の
で
、
新

た
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
新
規

の
申
請
用
紙
は
税
務
課
税
務
班
窓

口
に
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
普
通
自
動
車
に
も
同
様

の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。
制
度

の
内
容
や
申
請
方
法
な
ど
異
な
る

部
分
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
北

部
県
税
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

▽
軽
自
動
車
に
つ
い
て

税
務
課
税
務
班

☎
43
ー
２
１
１
４

▽
普
通
自
動
車
に
つ
い
て

宮
城
県
北
部
県
税
事
務
所

☎
91
ー
０
７
０
５

申
請
書
な
ど
へ
の
押
印
を

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

見
直
し
ま
す

　
国
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
と
行
政
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み

の
一
つ
と
し
て
、「
押
印
の
見
直

し
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
涌
谷
町
に
お
い
て
も
、
町
民
や

事
業
者
の
皆
さ
ん
の
負
担
軽
減
と

申
請
に
か
か
わ
る
選
択
肢
の
拡
充

を
目
的
と
し
て
、
町
の
行
政
手
続

き
に
つ
い
て
、
一
部
を
除
き
押
印

を
廃
止
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
押
印
が
不
要
な
書
類
に

押
印
し
た
場
合
も
、
こ
れ
ま
で
と

同
様
に
提
出
で
き
ま
す
。

▼
押
印
を
見
直
し
た
行
政
手
続
き

の
結
果

　
涌
谷
町
が
規
則
な
ど
で
押
印
を

求
め
て
い
る
行
政
手
続
き
の
う
ち

４
７
８
件
の
押
印
を
廃
止
し
ま
す
。

詳
細
は
、
涌
谷
町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
留
意
点

　
窓
口
で
行
う
本
人
確
認
は
、
従

来
ど
お
り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

や
運
転
免
許
証
な
ど
の
提
示
が
必

要
で
す
。
各
手
続
き
の
詳
細
は
、

各
担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課 

☎
43
ー
２
１
１
１
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市
町
村
な
ど
の
国
民
健
康
保
険
や

職
場
の
健
康
保
険
は
、
医
療
保
険

ご
と
に
計
算
し
ま
す
。
異
な
る
医

療
保
険
と
合
計
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
算
定
基
準
額
を
超
え
る
額
が

５
０
０
円
以
下
の
場
合
は
支
給
し

ま
せ
ん
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

て
い
な
い
場
合
は
、
こ
の
制
度
に

該
当
し
ま
せ
ん
。

▽
支
給
は
医
療
保
険
分
と
介
護
保

険
分
に
分
け
て
行
い
ま
す
。（
医
療

保
険
分
は
宮
城
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
か
ら
支
給
。
介
護
保

険
分
は
市
区
町
村
介
護
保
険
か
ら

支
給
）

▼
計
算
期
間　
令
和
２
年
８
月
か

ら
令
和
３
年
７
月
ま
で
の
算
定
基

準
額（
自
己
負
担
限
度
額
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課
国
保
介
護
班

☎
25
ー
７
９
７
２

取
り
後
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ

ソ
コ
ン
で
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申

し
込
み
が
で
き
ま
す
。
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
を
申
し
込
み
後
、
チ
ャ
ー

ジ
ま
た
は
お
買
い
物
で
ポ
イ
ン
ト

が
受
け
取
れ
ま
す
。
ま
た
、
健
康

保
険
証
と
し
て
の
利
用
申
込
や
公

金
受
取
口
座
の
登
録
で
の
ポ
イ
ン

ト
付
与
は
６
月
頃
開
始
予
定
で
す
。

詳
細
は
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
交
付
時
間　
平
日
８
時
30
分

　
　
　
　
　
～
17
時
15
分

　
毎
週
水
曜
日
は
19
時
ま
で（
祝

日
除
く
）。
受
け
取
り
に
は
15
分

程
度
か
か
り
ま
す
。
混
雑
時
は
お

待
た
せ
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
有
効
期
間

取
り
扱
い
の
変
更

　
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
民
法

上
の
成
年
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳

に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
で
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
有
効
期
間

の
取
り
扱
い
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

▼
変
更
事
項

▽
申
請
受
付
日
が
３
月
31
日
以
前

の
場
合
は
、
20
歳
以
上
の
人
が
有

効
期
間
10
年（
そ
れ
未
満
は
５
年
）

▽
申
請
受
付
日
が
４
月
１
日
以
降

の
場
合
は
、
18
歳
以
上
の
人
が
有

効
期
間
10
年（
そ
れ
未
満
は
５
年
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

☎
43
ー
２
１
１
３

城
山
の
金
さ
ん
の
は
と

麦
茶
を
４
月
上
旬
か
ら

販
売
し
ま
す

　
「
城
山
の
金
さ
ん
の
は
と
麦
茶
」

が
４
月
上
旬
か
ら
涌
谷
町
内
の
小

売
店
を
中
心
に
、
販
売
が
開
始
さ

れ
ま
す
。
今
回
も
町
内
産
は
と
麦

１
０
０
％
使
用
で
、
ノ
ン
カ
フ
ェ

イ
ン
。
こ
れ
ま
で
も
お
年
寄
り
か

ら
小
さ
な
お
子
さ
ん
ま
で
、
ノ
ン

カ
フ
ェ
イ
ン
だ
か
ら
安
心
し
て
飲

め
る
と
好
評
で
す
。

　
ま
た
、「
24
本
入
り
１
ケ
ー
ス
」

が
町
外
に
住
む
親
せ
き
や
知
人
へ

の
お
土
産
品
・
贈
り
物
に
ち
ょ
う

ど
良
い
と
、
多
く
の
皆
さ
ん
に

ご
利
用
い

た
だ
い
て

い
ま
し
た
。

２
年
ぶ
り

の
「
城
山

の
金
さ
ん

の
は
と
麦

茶
」
を
お

楽
し
み
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

一
般
社
団
法
人
涌
谷
ま
ち
づ
く
り

推
進
機
構

☎
25
ー
３
７
５
０

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
を
対
象
と
し
た
高
額
介

護
合
算
療
養
費
制
度

　
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己

負
担
額
が
著
し
く
高
額
に
な
る
場

合
に
、
そ
の
負
担
を
軽
減
す
る
制

度
で
す
。
令
和
２
年
７
月
31
日
現

在
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入

者
全
員
を
対
象
と
し
、
令
和
２
年

８
月
か
ら
令
和
３
年
７
月
ま
で
の

１
年
間
を
支
払
っ
た
医
療
保
険
と

介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
の
合
計

が
別
表
の
算
定
基
準
額
を
超
え
た

場
合
は
、
申
請
に
よ
り
そ
の
超
え

た
金
額
を
高
額
介
護
合
算
療
養
費

と
し
て
支
給
し
ま
す
。

　
該
当
者
に
は
、
令
和
４
年
４
月

中
旬
頃
に
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま

す
。
お
知
ら
せ
が
届
き
次
第
、
同

封
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
健
康
課
国
保
介
護
班
に
申
請

書
を
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
点

▽
１
年
間
に
支
払
っ
た
医
療
保
険

と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
の
合

計
は
、
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で

支
払
っ
た
金
額
か
ら
、
高
額
療
養

費
な
ど
で
戻
っ
た
金
額
を
差
し
引

い
た
金
額
で
す
。
食
事
代
や
差
額

ベ
ッ
ド
代
、
そ
の
他
保
険
適
用
外

の
支
払
額
は
含
み
ま
せ
ん
。

▽
令
和
３
年
７
月
31
日
現
在
の
住

民
票
が
同
一
世
帯
の
場
合
で
も
、

春
の
農
作
業
安
全
確
認

運
動
の
お
知
ら
せ

　
春
の
農
繁
期
に
あ
た
り
、
農
作

業
安
全
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
次

の
こ
と
に
注
意
し
、
安
全
な
農
作

業
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼
運
動
期
間　
４
月
１
日（
金
）

　
　
　
　
　
～
６
月
30
日（
木
）

▼
注
意
事
項

・
農
作
業
に
適
し
た
服
装
で
作
業

し
ま
し
ょ
う
。

・
機
械
の
点
検
時
に
は
エ
ン
ジ
ン

を
停
止
し
、
安
全
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

・
移
動
時
は
交
通
ル
ー
ル
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

・
長
時
間
の
作
業
や
夜
間
作
業
は

避
け
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

涌
谷
地
域
農
業
再
生
協
議
会

☎
25
ー
８
５
１
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
か
か
わ
る
お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾
実
施
中

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得

者
の
う
ち
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第

１
弾
に
申
し
込
ん
で
い
な
い
人

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
こ
れ

か
ら
取
得
す
る
人
も
含
む
）が
対

象
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
受
け

保険証の
割合 所得区分 算定基準額

（自己負担限度額）

３割

現役並み
所得者Ⅲ 212万円
現役並み
所得者Ⅱ 141万円
現役並み
所得者Ⅰ 67万円

1割
一般 56万円
低所得Ⅱ 31万円
低所得Ⅰ 19万円
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